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特
別
寄
稿

一
般
社
団
法
人

　

東
員
町
文
化
協
会

 

会
長 

大
貫
正
博

新
た
な
ス
タ
ー
ト

　

東
員
町
文
化
協
会
は
、
平
成
元
年
に
設
立
し

て
か
ら
二
十
五
年
と
な
り
ま
す
。
法
人
化
し
て

か
ら
十
一
年
目
、
そ
し
て
本
年
四
月
に
は
新
公

益
法
人
法
に
よ
る
一
般
社
団
法
人
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
行
政
と
地
域
の
皆
様
方
の
暖
か

い
ご
理
解
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
東
員
町

の
文
化
を
担
っ
て
参
り
ま
し
た
。
民
間
団
体
で

社
団
法
人
格
を
取
得
し
、
日
本
で
も
稀
な
組
織

に
作
り
上
げ
て
き
た
こ
と
は
私
ど
も
の
誇
り
で

あ
り
、
諸
先
輩
方
が
地
道
な
努
力
を
重
ね
ら
れ
、

今
日
の
協
会
を
築
き
上
げ
て
き
た
こ
と
に
感
謝

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
改
め
て
そ
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
文
化
も

以
前
と
比
べ
ま
す
と
環
境
が
激
変
し
、
文
化
を

育
て
な
が
ら
継
承
を
し
て
行
く
の
が
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
文
化

と
の
関
わ
り
を
持
つ
人
や
学
ぶ
人
の
減
少
、
指

導
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
、
家
庭
と
地
域

の
問
題
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
が
、
経
済
的
な
物

質
優
先
か
ら
精
神
的
な
豊
か
さ
へ
の
転
換
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
文
化
の
香
り
高

い
ま
ち
、
住
み
た
い
ま
ち
、
そ
し
て
東
員
町
の

文
化
継
承
の
た
め
に
は
会
員
を
初
め
と
し
た
地

域
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

既
成
概
念
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
様
々
な
情
報

発
信
が
必
要
で
あ
り
、
一
般
社
団
法
人
と
し
て

の
再
出
発
に
際
し
、
心
を
新
た
に
し
て
前
に
進

ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
地
域

の
皆
様
方
の
ご
理
解
が
な
け
れ
ば
文
化
活
動
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成25年6月1日発行



Q

私
の
文
化
考

私
と
編
み
物

一
般
社
団
法
人

　

東
員
町
文
化
協
会

川
松
由
喜
子

場
所　

東
員
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ば
り
ホ
ー
ル

演
芸　

水
谷
ミ
ミ（
風
鱗
）講
談

　
　
　

大
道
芸
人
コ
コ
ロ

　

去
る
四
月
十
五
日
、
日
本
編
物
検
定
協
会
の
五
十
周

年
大
会
が
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
百
三
十
名
が
出
席

し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
技
術
員
に
よ
る
作
品
展
示
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
華
や
か
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
巣
鴨
地
蔵

通
り
合
唱
団
の
合
唱
等
多
彩
な
企
画
で
し
た
。

　

中
山
恭
子
会
長
か
ら
は
五
十
年
の
活
動
は
長
い
も
の

で
、
編
み
物
は
生
活
に
密
着
し
た
温
か
で
親
し
み
あ
る

文
化
で
あ
り
、
芸
術
で
あ
る
と
激
励
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
の
編
物
歴
は
三
十
年
と
な
り
い
つ
の
日

か
、
生
活
の
中
に
編
み
物
が
根
づ
い
て
い
ま
す
。
子
供

の
保
育
園
入
園
と
同
時
に
編
物
教
室
に
通
い
始
め
、
時

に
は
大
垣
、
名
古
屋
、
東
京
、
倉
敷
へ
と
技
術
の
勉
強

の
為
に
出
か
け
編
む
こ
と
の
楽
し
さ
、
作
品
作
り
に
熱

が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
一
本
の
糸
か
ら
一
目
一
針
ず
つ
、

時
間
を
か
け
て
完
成
し
た
達
成
感
は
大
き
な
喜
び
で
し

た
。
編
み
物
は
ふ
だ
ん
着
か
ら
フ
ォ
ー
マ
ル
迄
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
着
用
で
き
ま
す
。
美
し
い
作
品
作
り
と
は
、

着
る
目
的
に
合
わ
せ
て
形
、
色
、
編
地
等
を
デ
ザ
イ
ン

し
製
図
を
す
る
こ
と
、
編
む
技
術
が
確
実
で
あ
る
事
が

大
切
だ
と
、
立
体
製
図
の
創
立
者
、
高
谷
芳
子
先
生
か

ら
学
び
ま
し
た
。
最
近
は
夏
の
シ
ー
ズ
ン
で
伝
統
レ
ー

ス
に
興
味
あ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
糸
が
細
く
繊
細

で
上
品
な
仕
上
り
が
素
晴
ら
し
い
編
み
物
は
手
作
り
の

温
も
り
が
人
の
心
を
豊
か
に
し
ま
す
。

　

編
む
人
の
心
が
伝
わ
る
編
み
物
は
い
つ
の
時
代
に
も

な
く
て
は
な
ら
な
い
文
化
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
大
切
な
文
化
を
教
室
の

仲
間
達
と
次
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

設
立
25
周
年
記
念
ク
イ
ズ
大
会

場演

設
立
2
周
年
記
念
ク
イ
ズ
大
会

『
み
ん
な
わ
く
わ
く
！

　

ク
イ
ズ
で
広
が
る
町
お
こ
し
』

『
み
ん
な
わ
く
わ
く
！

　

ク
イ
ズ
で
広
が
る
町
お
こ
し
』

公
益
財
団
法
人
日
本
編
物
検
定
協
会
三
重
支
部
長

東
員
町
公
民
館
講
座　

手
編
み
講
師

東
員
町
在
住

略
歴

午
後
１
時
〜

日
時　

６
月
９
日（
日
）

「
ク
イ
ズ
の
部
」「
演
芸
の
部
」「
七
夕
茶
会
」
を
開
催
！

目　

次

特
別
寄
稿

私
の
文
化
考

25
周
年
記
念
ク
イ
ズ
大
会
ご
案
内

百
人
一
首
こ
ぼ
れ
話
□

25
年
度
通
常
総
会

加
盟
団
体
、
理
事
・
役
員
紹
介

第
20
回
文
協
ま
つ
り

第
20
回
芸
能
祭

春
の
チ
ョ
ッ
ト
い
ろ
い
ろ
体
験
教
室

公
民
館
講
座
、
文
協
講
座
卒
業
作
品
展

25
年
度
公
民
館
講
座 

前
期
通
期
開
講
講
座

ひ
ば
り
訪
問
記
№
10

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

活
動
こ
の
頃

東
員
「
日
本
の
第
九
」
団
員
募
集

理
事
研
修

歓
迎
！
新
加
盟
団
体

近
郊
お
で
か
け
ガ
イ
ド

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

法
人
賛
助
会
員
ご
紹
介

特
別
法
人
賛
助
会
員
ご
紹
介

表
紙
作
者
紹
介
・
表
紙
の
言
葉

編
集
後
記

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

1

…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

2

…
… 

2

…
…
…
…
…
… 

3

…
…
…
…
…
…
…
… 

4

…
…
… 

5

…
…
…
…
…
…
… 

6

…
…
…
…
…
…
…
…
… 

8
… 

10

 

11

 

11

…
…
…
…
…
…
… 

12

…
…
…
…
…
…
… 

13

…
…
…
…
…
…
…
…
… 

14

…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

16

…
… 

19

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

19

…
…
…
…
…
…
… 

20

…
…
…
…
…
… 

21

…
…
…
…
… 

22

…
…
…
…
…
… 

23

…
…
…
… 

24

…
…
… 

24

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

24

13

副
会
長

ひばり 2



クリアホーム
クリアな家づくり…シンプルモダンをご提案

0120-234-349
〒511-0252三重県員弁郡東員町瀬古泉747-2　TEL 0594-86-0811　FAX 0594-86-0812

建設業許可　三重県知事許可 （般-12）第18367号

http://www.clear-home.com
中村産業株式会社 住宅事業部

水廻りの修繕
新築・リフォーム

ガラス・サッシ修繕
エクステリア・シャッター

百
人
一
首
を
選
ん
だ
の
は
誰
か

　

歴
代
の
有
名
歌
人
百
人
を
選
び
、
そ
の
歌
人
の
歌
を

一
首
ず
つ
選
ん
だ
秀
歌
選
（
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
）
が
百
人

一
首
で
す
。「
百
人
一
首
」
は
、
人
々
に
最
も
永
く
愛

さ
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
古
典
で
す
。

　

鎌
倉
初
期
の
大
歌
人
藤
原
定
家
が
、
京
都
・
嵯
峨
の

小
倉
山
荘
で
選
歌
・
染
筆
し
た
も
の
と
さ
れ
、
正
し
い

名
前
は
『
小
倉
百
人
一
首
』
と
い
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

こ
の
『
小
倉
百
人
一
首
』
は
、
な
ぞ
が
多
く
、
い
く
つ

か
の
疑
問
が
持
た
れ
て
き
ま
し
た
。

　

疑
問
の
一
つ
は
、
歴
代
の
代
表
的
歌
人
を
選
ん
だ
の

な
ら
、
な
ぜ
万
葉
時
代
の
額
田
王
や
山
上
憶
良
、
大
伴

旅
人
な
ど
が
入
っ
て
い
な
い
の
か
。
三
十
六
歌
仙
の
う

ち
二
十
五
人
し
か
選
ば
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
等

の
疑
問
で
す
。

　

い
ま
一
つ
の
疑
問
は
、
選
ば
れ
て
い
る
歌
が
、
必
ず

し
も
そ
の
作
者
の
代
表
歌
と
は
言
え
な
い
も
の
が
多
い

こ
と
で
す
。
例
え
ば
柿
本
人
麻
呂
の
場
合
、「
あ
し
び

き
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
な
が
な
が
し
夜
を
ひ
と

り
か
も
ね
む
」
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
歌
が
人

麻
呂
の
代
表
歌
と
は
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
。
大
伴
家
持

の
「
か
さ
さ
ぎ
の
渡
せ
る
橋
に
置
く
霜
の
し
ろ
き
を
見

れ
ば
夜
ぞ
ふ
け
に
け
り
」、
西
行
法
師
の
「
歎
け
と
て

月
や
は
も
の
を
思
は
す
る
か
こ
ち
が
ほ
な
る
わ
が
涙
か

な
」
も
決
し
て
作
者
の
代
表
歌
と
は
い
え
な
い
で
し
ょ

う
。

　

定
家
と
も
あ
ろ
う
人
が
、
何
故
こ
の
よ
う
な
選
び
方

を
し
た
の
か
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
選
者
は
定
家
で
は
な

い
の
で
は
な
い
か
と
多
く
の
人
が
思
っ
て
い
ま
し
た
。

日
記
『
明
月
記
』
の
記
述

　

江
戸
末
期
に
、
藤
原
定
家
の
『
明
月
記
』
と
い
う
日

記
の
中
に
百
人
一
首
に
関
係
す
る
記
述
が
あ
る
の
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
五
月
二
十

七
日
の
条
で
す
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

﹁
私
は
、
秀
を
持
つ
こ
と
は
苦
手
で
あ
る
。
嵯
峨
中
院

の
山
荘
の
襖
に
貼
る
色
紙
を
、
こ
と
さ
ら
に
私
に
書
い

て
ほ
し
い
と
、
蓮
生
入
道
が
熱
心
に
頼
む
の
で
、
極
め

て
見
苦
し
い
事
だ
け
れ
ど
も
、
仕
方
な
く
筆
を
染
め
て

こ
れ
を
送
っ
た
。
古
来
の
人
の
歌
各
一
首
、
天
智
天
皇

か
ら
現
代
の
藤
原
家
隆
、
藤
原
雅
経
に
及
ぶ
人
の
歌
で

あ
る
﹂
（
原
文
は
漢
文
・
現
代
語
訳
・
大
平
）

　
「
蓮
生
入
道
」
と
い
う
人
は
、
定
家
の
子
為
家
の
妻

の
父
・
宇
都
宮
頼
綱
の
こ
と
で
す
。
京
都
・
嵯
峨
中
院

に
別
荘
が
あ
り
、
そ
こ
の
襖
に
飾
る
色
紙
を
書
い
て
く

れ
と
頼
ま
れ
た
の
で
す
。

　

こ
こ
に
は
「
百
人
一
首
」
と
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
天
智
天
皇
よ
り
以
来
、
家
隆
・
雅
経
に
及
ぶ
」

と
あ
る
の
を
見
て
も
こ
れ
は
「
小
倉
百
人
一
首
」
の
こ

と
に
間
違
い
な
か
ろ
う
と
い
う
人
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
こ
の
記
述
に
は
「
染
筆
」
し
た
と
書
い
て

あ
り
ま
す
が
、「
自
分
が
選
歌
し
た
」
と
は
書
い
て
な

い
こ
と
か
ら
、
定
家
は
筆
で
書
い
た
け
れ
ど
も
選
ん
で

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
っ
て
、
明
治

時
代
、
い
や
昭
和
に
入
っ
て
も
定
家
選
者
説
は
揺
れ
て

い
た
の
で
す
。

『
百
人
秀
歌
』
の
発
見

　

戦
後
、昭
和
二
十
六
年
に
宮
内
庁
の
書
陵
部
か
ら『
百

人
秀
歌
』
と
い
う
も
の
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。『
百
人

秀
歌
』
は
『
百
人
一
首
』
と
瓜
二
つ
の
歌
集
で
す
が
、

少
し
違
う
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
歌
人
の
数
が
一
〇
一

人
で
歌
も
百
一
選
ん
で
あ
る
の
で
す
。
こ
の
百
一
首
の

歌
の
内
九
七
首
は
「
百
人
一
首
」
と
全
く
同
じ
歌
で
す
。

そ
し
て
作
者
は
九
八
人
ま
で
「
百
人
一
首
」
と
同
じ
歌

人
な
の
で
す
。

　
「
百
人
一
首
」と「
百
人
秀
歌
」の
決
定
的
な
違
い
は
、

「
百
人
一
首
」
の
末
尾
の
後
鳥
羽
院
と
順
徳
院
の
二
人

が
「
百
人
秀
歌
」
に
は
入
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

　

先
に
見
た
『
明
月
記
』
の
記
述
に
照
ら
し
合
わ
せ
ま

す
と
、
ど
う
や
ら
こ
れ
は
「
百
人
秀
歌
」
を
指
し
て
い

る
よ
う
な
の
で
す
。
「
百
人
秀
歌
」
の
内
題
に
は
「
百

人
秀
歌
　
　
　
　
　
﹂
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
「
京
極

黄
門
と
い
う
の
は
藤
原
定
家
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
「
百
人
秀
歌
」
の
選
者
が
藤
原
定
家
な
ら
「
百
人
一

首
」
を
選
ん
だ
の
も
定
家
に
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

定
家
選
者
説
が
ほ
ぼ
定
説
に
な
り
ま
し
た
。

百
人
一
首
の
謎
の
第
一
歩

　

そ
こ
で
問
題
な
の
は
、「
百
人
一
首
」
に
あ
る
後
鳥

羽
院
、
順
徳
院
が
「
百
人
秀
歌
」
に
は
な
ぜ
入
っ
て
い

な
い
の
か
、
こ
こ
に
大
き
な
謎
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
百
人
一
首
の
謎
」
解
き
が
昭

和
五
十
年
代
か
ら
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

定
家
が
「
百
人
一
首
」
を
選
ん
だ
当
時
、後
鳥
羽
院
・

順
徳
院
は
、
鎌
倉
幕
府
を
潰
そ
う
と
起
こ
し
た
「
承
久

の
乱
」（
一
二
二
一
年
）
で
敗
れ
、
後
鳥
羽
院
は
隠
岐

島
へ
、
順
徳
院
は
佐
渡
島
へ
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
蓮
生
は
元
鎌
倉
の
武
将
で
あ
り
、
そ
の
人
の

別
荘
に
飾
る
歌
の
中
に
後
鳥
羽
院
、
順
徳
院
を
入
れ
る

こ
と
は
憚
ら
れ
、
定
家
は
後
鳥
羽
院
と
順
徳
院
の
二
人

の
歌
に
差
し
替
え
て
他
の
人
の
歌
を
入
れ「
百
人
秀
歌
」

の
方
を
蓮
生
の
別
荘
に
届
け
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
に
伝
わ
っ
て
い
る
『
小
倉
百
人
一
首
』
は
差

し
替
え
前
の
後
鳥
羽
院
、
順
徳
院
の
入
っ
た
も
の
が
伝

わ
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
「
百
人
一
首
の
謎
解
き
」
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ふ
じ
わ
ら
の
て
い
か

れ
ん
し
ょ
う

百
人
一首 

こ
ぼ
れ
ば
な
し

百
人
一首 

こ
ぼ
れ
ば
な
し

百
人
一首 

こ
ぼ
れ
ば
な
し

大

平

 

修

身

（
三
重
県
か
る
た
協
会
相
談
役
）

拾
参13

嵯
峨
山
荘
色
紙
形

京

極

黄

門

撰

ひばり③



　

平
成
二
十
五
年
度
通
常
総
会
が
水
谷
俊
郎
町

長
は
じ
め
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

午
前
九
時
三
十
分
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
の
辞
に
続
き
資
格
審
査
報
告
に
よ
り
、

正
会
員
六
九
二
名
の
内
、
議
決
権
行
使
五
二
一

名
、
当
日
出
席
八
六
名
に
つ
き
、
有
効
出
席
者

数
が
六
〇
七
名
と
な
る
こ
と
を
報
告
し
総
会
の

成
立
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
長
挨
拶
は
二
十

四
年
度
事
業
を
無
事

終
え
た
こ
と
へ
の
謝

辞
と
、
二
十
五
年
度

事
業
の
設
立
二
十
五
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
ク

イ
ズ
大
会
」
へ
の
抱
負
と
、
一
般
社
団
法
人
移

行
後
も
文
化
協
会
へ
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
水
谷
俊

郎
町
長
よ
り
先
日
の

研
修
で
東
員
町
の
文

化
事
業
が
全
国
的
に

進
ん
で
い
る
こ
と
を
認
識
さ
れ
、
文
化
協
会
会

員
の
日
頃
の
活
動
が
東
員
町
の
文
化
の
底
上
げ

と
文
化
力
の
高
い
町
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る

こ
と
に
改
め
て
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
、
今
年
度
の
員
弁
一
三
〇
〇
年
祭
へ
の

会
員
各
位
の
協
力
を
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
議
会
を
代
表

し
て
藤
田
興
一
議
長

よ
り
本
日
開
催
の
お

祝
い
と
東
員
町
の
文

化
発
展
の
た
め
に
今
後
も
幅
広
く
活
動
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
い
う
お
言
葉
を
頂
戴

致
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
三
重
県

議
会
議
員
の
水
谷
隆

様
よ
り
本
日
開
催
の

お
祝
い
と
設
立
二
十

五
周
年
の
節
目
の
年
に
、
記
念
行
事
等
の
事
業

計
画
で
文
化
活
動
の
拠
点
を
広
げ
て
、
東
員
町

の
文
化
の
高
揚
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
お
言
葉
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
ご
祝
辞
の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
第

一
・
第
二
号
議
案
は
二
十
四
年
度
事
業
報
告
に

お
い
て
「
文
協
ま
つ
り
」
の
芸
能
祭
及
び
展
示

の
盛
会
、
ま
た
基
本
財
産
七
五
〇
万
円
を
十
月

一
日
付
で
東
員
町
に
寄
付
し
て
、
処
分
し
た
こ

と
も
含
め
て
二
十
四
年
度
収
支
決
算
報
告
が
な

さ
れ
、
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
号
・
第
四
号
議
案
は
二
十
五
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
を
提
案
。
東
員
町
文
化
協

会
設
立
二
十
五
周
年
記
念
事
業
の
ク
イ
ズ
大
会

大貫会長水谷町長

藤田議長水谷県議会議員

水
谷
俊
郎

岡
野
譲
治

水
谷　

隆

藤
田
興
一

島
田
正
彦

南
部　

豊

種
村
博
行

東
員
町
長

東
員
町
教
育
長

三
重
県
議
会
議
員

東
員
町
議
会 

議
長

東
員
町
議
会
議
員

東
員
町
議
会
議
員

東
員
町
議
会
議
員

上
原
君
代

伊
藤
守
一

大
崎
潤
子

松
下
文
丈

伊
藤
史
郎

田
中　

豊

東
員
町
議
会
議
員

東
員
町
議
会
議
員

東
員
町
議
会
議
員

東
員
町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
長

東
員
町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
長
補
佐

東
員
町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
係
長

日　

４
月
２９
日

於　

東
員
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
五
年
度 

通
常
総
会
開
催

来賓紹介（順不同・敬称略）
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及
び
同
日
開
催
の
七
夕
茶
会
、
さ
ら
に
平
成
二

十
五
年
度
か
ら
東
員
「
日
本
の
第
九
」
と
東
員

町
音
楽
祭
が
新
規
受
託
事
業
に
な
り
、
そ
れ
に

伴
う
予
算
案
、
平
成
二
十
六
年
度
四
・
五
月
度

の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
を
協
議
し
共
に

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
五
号
議
案
の
平
成
二
十
五
年
度
役
員
改
正

案
で
は
、
大
貫
正
博
理
事
以
下
十
九
名
の
理
事

と
二
名
の
監
事
に
つ
い
て
、
一
名
ず
つ
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
第
六
号
議
案
で
は
、
理
事
定
数
の
変
更

案
（
定
款
第
二
十
二
条
（１）
理
事
十
八
名
以
上
二

十
五
名
以
内
を
十
五
名
以
上
二
十
名
以
内
に
見

直
す
）、
第
七
号
議
案
の
会
長
専
決
事
項
委
任

承
認
の
件
を

提
案
し
、
い

ず
れ
も
承
認

可
決
さ
れ
ま

し
た
。

一般社団法人 東員町文化協会
平成25年度 役員名簿
役職名 氏　　名

大 貫 正 博
川 松 由 喜 子
平 野 義 人
野 呂 　 隆
水 野 洋 子
中 村 厚 子
川 村 光 男
橋 ヶ 谷 　 太
藤 田 廣 子
佐 藤 孝 子
吉 田 幸 子
阿久根チサエ
鷲 見 三 重 子
川 島 絹 枝
笠 井 昌 義
細 谷 公 廣
大 塚 芳 子
佐 分 　 親
青 木 は つ え
加 藤 浩 宣
大 山 　 旺

会 長
副 会 長
専務理事
常務理事
常務理事
常務理事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事

監 事
監 事

長い間ありがとうございました

（　　　）順不同
敬称略

美
術
部
会 芸

能
部
会
Ⅲ

茶
華
道
部
会

手芸部会

趣
味
部
会

文芸社会部会

芸
能
部
会
Ⅰ

芸
能
部
会
Ⅱ

陶芸第一クラブ
ひばり窯陶友会
東員フォトクラブ
東員絵画クラブ
書道第一クラブ
楽絵筆
金雀枝短歌社
NPO法人新邦楽四ツ葉グループ
箏曲麗明社「廣翔会」
東員町大正琴クラブ
笹尾民踊クラブ
笹尾吟詩会
員弁東部吟詩会
菊水流詩舞東員クラブ
民謡寿会

東員ひばり合唱団
飛龍東員太鼓
劇団員弁川
コーラス旭
Ｇｌｏｗ Ｍｉｘ☆
オカリナサークル
ＹＹフラグループ
気功クラブ
オカリナ―モ「とういん」
バトンメイツフェニックス
石垣茶華道教室
柴山茶華道教室
池坊長笠原教室
茶道裏千家菅野宗敦
ニットルームかわまつ
東員囲碁同好会
東員将棋愛好会
員弁百人一首の会
とういん屋演芸の会
整理収納レッスンin三重

部 会

平成25年度 加盟団体
団　体　名 部 会 団　体　名

退任副会長

退任監事

南部まり子

池 田 文 夫
退任理事 水谷加寿子

ひばり 5



とういん眼科クリニック
診療時間

午後3：30〜 7：00

午前9：00〜12：00

▲●／●●●

●●／●●●

日・祝土金木水火月
11：00
〜

17：00

▲午後2：00〜6：00●休診日／木曜日（日曜日は診療致します。）

●GW・お盆・年末年始はお問い合わせ下さい。

〒511-0242 東員町六把野新田藪の内153

TEL（0594）86-2112

於　総合文化センター・保健福祉センター

春
の
文
協
ま
つ
り
作
品
展
を
終
え
て

　「
ひ
き
つ
ぎ
　
の
ば
そ
う
　
東
員
の
文
化
力
」
を
テ
ー
マ
に
第
20
回
春
の
文

協
ま
つ
り
を
開
催
し
、
沢
山
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
出
展
総
数
四
七
六
点
の
作
品
は
い
ず
れ
も
レ
ベ
ル
が
高
く
、
見
や
す
く

な
っ
た
と
の
評
価
も
い
た
だ
き
、
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関
係
各
位
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
多
く
の
方
々
が
公
民
館
講
座
、
文
協
講
座
に
参
加
し
、
文
化
に
触

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
員
町
の
文
化
力
を
の
ば
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
、

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
楽
し
い
出
会
い
が
待
っ
て
ま
す
ョ
。

展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
　
　
　
　

リ
ー
ダ
ー
　
笠

井

　

昌

義

　

ひばり⑥



■診療科目
内科・消化器内科・循環器内科・呼吸器内科・血液内科・内分泌糖尿病内科
小児科・外科・整形外科・脳神経外科・泌尿器科・肛門外科・産婦人科
眼科・耳鼻いんこう科・皮膚科・放射線科・麻酔科・リハビリテーション科
リウマチ科・訪問看護ステーション・健康管理センター

いなべ市北勢町阿下喜771　☎72-2000（代）
http://www.miekosei .or . jp/ ish

い な べ 総 合 病 院

囲碁将棋大会開催！
3月30日（土）　於：保健福祉センター

第
20
回

平成25年3月9日（土）～17日（日）

ひばり⑦



☆第1・第3土曜日は診察　●休診：木曜日午後、日曜日、祝日、第2・第4土曜日、第5土曜日午前

精神科・歯科

受付時間

休 診 日

3月10日（日） 開催
於：ひばりホール

 

第
20
回
記
念
大
会
は
大
勢
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
盛
大

に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
は
春
と
秋
の
芸
能
祭
を
統
一
し
、
芸
能
部
十
三

団
体
、
延
べ
三
〇
〇
人
が
出
演
。
各
団
体
と
も
記
念
大

会
に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し
た
舞
台
発
表
で
、
御
客
様
も

満
足
し
て
頂
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
東
員
町
文
化
協
会
の
芸
能
部
は
十
八
部
会
あ
り
ま
す
。

今
後
、
全
団
体
が
参
加
し
て
、
東
員
町
の
文
化
活
動
発

展
に
貢
献
し
、
芸
能
祭
を
継
続
し
て
次
回
記
念
大
会
を

迎
え
る
事
が
出
来
る
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

春
の
芸
能
祭
を
終
え
て

芸
能
祭
実
行
委
員
長
　
吉
田
東
四
郎

の 芸能祭
ひばり⑧



●四日市営業所　TEL 059-351-4891
●桑名営業所　TEL 0594-24-5141

●四日市支店　TEL 059-351-4851 近鉄四日市駅構内

イオン桑名ショッピングセンター
1番街アンク専門店街1階
近鉄四日市駅構内

個人旅行の
お申し込み・お問い合わせ

団体旅行の
お申し込み・お問い合わせ

の 芸能祭春第20回
ひばり⑨



本格的な
雅楽の調べの中で

本格挙式本格挙式
ご結婚・ご披露宴は

0120-37-5381
三重県桑名市多度町多度1681

検 索多度大社

伝統的な日本の美に今が息づく、
雅なる花嫁の正装

伝統的な日本の美に今が息づく、
雅なる花嫁の正装

日本古来からの本物の十二単の衣裳や
結納飾りもご用意致します。また、七五三、
お宮参り、成人式などもご相談下さい。

多度大社御用達　豊明殿・ロッカ指定店

TEL.0594-48-2228
桑名市多度町香取157　営業時間／9：00～18：00　定休日／火曜日

呉服
結納

至愛西市至大垣

大桑クリニック サークルK 消防署

ピアゴ
ほくせい 七取局

グループホーム
内母の里ファミリー

マート
至多度大社 至桑名 百五銀行

7月27日（土）・28日（日）
花嫁衣裳大展示・呉服大売り出し

結納品
ご希望・ご予算に
応じてご相談させ
ていただきます。

春の“チョットいろいろ体験教室”春の“チョットいろいろ体験教室”春の“チョットいろいろ体験教室”

　文協まつりの開催に合わせて今年も１２の教室が開講されました。材料等事前に準備の必要な
教室を除いては当日参加もでき、延べ１１６名の方に作品作りや演奏など楽しんでいただきまし
た。タイトルの通り「継続は無理だけどちょっと体験できるのがいい」など毎回好評のこの企画、
次回もぜひ、ちょっと覗いてみてください。

3月8日㈮～14日㈭ 於：東員町総合文化センター

ひばり⑩



（１０名様から）

大小宴会、慶事、法事承ります

無料送迎バス有
（宴会料理10名様以上）

平成25年度 公民館講座前期、通期受講者募集結果
　たくさんのご応募ありがとうございました。
　講座によりますが、秋には第46回東員町文化祭で公民館講座で学んだ成果を発表していただく場もあ
ります。熱心な講師と町内の仲間作りをして充実した講座ライフを楽しんでください。
　後期講座の募集は広報とういん8月号でご案内いたします。ご応募お待ちしています。

講　師講　師 講　　座講　　座
ウクレレ
大正琴
フラダンス　
気功
香りで旅するアロマテラピー
パステルアート
パソコン（エクセル）
旅行英会話
手編み

井上楠旺子
水谷美智子
林　秀美
鷲見三重子
吉田久美子
水谷幸江
大島潔
下里梨花
川松由喜子

白子久美子
蛭川美穂
岡田佐江子
小池玲翠
三林春美
永井良美
岡田美乃里
山中喜子
柴山祐貴子

着付け
読み聞かせ/朗読
水彩画
書道に親しむ
パン作り　
料理（男性向け）
整理収納講座
桑名の千羽鶴
茶の湯

前
　
期

通
　
期

　今回は第５展示場に講座受講生の作品を網羅しました。
　この新たな試みは、願わくばもう少し展示スペースの拡大をと
の声があったものの、卒業作品を通じて講座の紹介が出来、好評
を得ました。各講座いずれ劣らぬ作品に、足を運ばれる方も多く、
更なる講座の充実につながることが期待されます。

公
民
館
講
座（
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事
業
）後
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・
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期
卒
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文
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自
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業
）卒
業
作
品
展
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秤乃館を訪ねて

三重県四日市市中野町1163
☎（059）339-0936
保々駅より徒歩15分

三重県四日市市中野町1163
秤乃館秤乃館

開館時間／午前9時30分～午後5時まで
休 館 日／毎週月曜日と年末年始（12月28日～1月5日）
入 館 料／大人100円　小・中学生無料
　　　　　

　四日市市中野町の、国内外の秤だけを集めた資料館「秤
乃館」を訪ねた。全国に二つしかないこの資料館を平成3年
に自費で開設された「秤屋健蔵」こと小林健蔵さんは、秤
の魅力を「嘘、偽りのない事」と話された。交流のあった
杉本健吉画伯の手になる看板が掲げられた合掌造り風の資
料館には、所蔵10，000点の秤のうち、約1，000点が展示され
ていた。館で一番人気の秤は「大正13年（1924）に造られた
牛や馬の体重を量った『牛馬掛秤』」。最大ひょう量1，200kg
まで量れる。一度に子供30人が乗って正確に量ることがで
き、全員の体重当てクイズでも楽しめるとのこと。
　生まれてすぐの身長、体重測定から始まり、秤は薬の調剤
や宇宙船の計測器にまで利用され、弁護士のバッチには天
秤が描かれているなど、話を聞くほどに興味をそそられた。
　地図の銀行のマークは、江戸時代の両替商が天秤で金や
銀を量るために使った分銅の形に由来し、それは蚕の繭の
形から来ていること、またkgなど単位がメートル法で統一
された今でも真珠を量る単位には“匁”が使われ世界で通用す
る唯一の日本の単位であることなどなど、新発見の連続に、
わくわくすることばかり。この楽しさをぜひ、皆様にも伝
えたく、特に子供達の夏休み
の自由研究に訪れてみてほし
いと強く感じた。
　幸い館長さんより「本誌ひ
ばりを見た」のひと言で入館
料は無料にとのうれしいお言
葉をいただきました。
　取材中多くをお聞きした中
で「目には見えないけれど、
人の心にも秤があり、善いか悪いかを判断するのは心の秤」
との話にはハッとさせられ心に残る言葉となった。
　玄関を出れば入館時には気付かなかった分銅の形がポス
トにも塀にも、花壇の棚にもかたどられていて最後まで楽
しめた。
　はかる̶計る、測る、量る、図る、謀る、諮る、いろ
いろありますね。

保々駅至近鉄富田駅

工場

保々小学校 至西藤原

保々
駐在所

保々
幼稚園

理髪店

四日市市保々地区
市民センター

三重北農協
保々支店

卍

〒

三
岐
鉄
道

至東名阪自動車道

四日市東IC

秤乃館
●

●

●

●

●

●

●

はかり　の　やかた

両替天秤

上皿自動秤（イギリス）
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ひばり

桑名市博物館

四日市市立博物館

⑬

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
情
報

TEL0594-21-3171

TEL059-355-2700 三重県立美術館 TEL059-227-2100

TEL059-391-1088

○第8回 パラミタ陶芸大賞展
【期間】7月6日（土）～9月1日（日）※期間中の休み＝8月5日（月）
【投票期間】7月6日（土）～8月4日（日）　
【大賞発表式】8月11日（日）
【内容】全国の美術関係者や陶芸評論家などの
　　　　推薦により上位6名をノミネートし、
　　　　展覧会期中の美術館の一般来館者によ
　　　　る投票により大賞を選びます。最多得
　　　　票数獲得者1名に、第8回パラミタ陶芸
　　　　大賞を授与します。

【期間】7月6日（土）～9月1日（日）
　　　　※会期中の休み＝8月5日（月）
　　　 （作品の一部展示替えを行うため
　　　　　8月5日[月]は閉場になります）
　　　　前期：7月6日（土）～8月4日（日）　
　　　　後期：8月6日（火）～9月1日（日）
【内容】本展は京都・岡崎にある細見美術館が所蔵する日本美術コレクショ
　　　　ンから俵屋宗達、尾形光琳、酒井抱一など琳派(りんぱ)を代表する
　　　　作家たちと奇想の天才絵師・伊藤若冲(いとうじゃくちゅう)を中心
　　　　に展示します。洗練された美意識と造形感覚で知られる江戸絵画の
　　　　魅力をぜひご高覧下さい。

○琳派・若冲と雅の世界展
　 京都 細見美術館コレクション

【期間】6月1日(土)～30日(日)
【入館無料】
【休館日】毎週月曜日 
【内容】2013年NHK大河ドラマ「八重
　　　　の桜」の舞台となった幕末の時
　　　　代を、会津藩と桑名藩とのかか
　　　　わりを通じて紹介します。桑名
　　　　藩主・松平定敬もドラマにも少
　　　　しずつ登場していますよ。ぜひ
　　　　来てくなんしょ！
　　　※展示期間中、毎週金曜日はナイ
　　　　トミュージアムを開催します
　　　　ナイトミュージアム開催日(6月
　　　　7日・14日・21日・28日)は、9時
　　　　30分～20時00分まで開館
　　　 （入館は19時30分まで）
【展示解説】6月9日(日)・22日(土)　
　　　　　　両日ともに13時30分から。
　　　　　　予約不要。
　　　　　　6月14日(金)　ナイトトーク
　　　　　　19時00分から。予約不要。

○幕末・会津・桑名　－兄弟の戊辰戦争－

【期間】7月12日(金)～9月1日(日)　【入館無料】
【内容】館蔵伊万里の優品を2階展示室にて展観します。
【休館日】7月1日～11日まで展示入替のため休館、毎週月・火曜日

○藍を観る　－伊万里の世界－

松
平
定
敬
《
短
冊
》（
鎮
國
守
國
神
社
蔵
）

松
平
容
保
《
短
冊
》（
鎮
國
守
國
神
社
蔵
）

○アジアの女性アーティスト展
　 アジアをつなぐ―境界を生きる女たち　1984-2012
【期間】4月13日（土）～6月23日（日）
【内容】急速に変貌を遂げつつあるアジア各地     
　　　　で活動を続け、国際的にも注目を集め
　　　　る女性アーティストたち約50名の作品
　　　　によって、「アジア」「女性」「アート」
　　　　が紡ぎ出す世界を検証し、今後の可能
　　　　性を探ります。

【内容】動物をモチーフとした木彫の「アニマルズ」
　　　　シリーズを発表し高く評価されている彫刻
　　　　家・三沢厚彦（1961～）。
　　　　本展は、三沢がつくる動物彫刻を紹介する、
　　　　子どもと大人が一緒に楽しむ展覧会です。
【観覧料】　一　般　900（700）円
　　　　　 高大生　700（500）円
　　　　　 小中生　無料

【観覧料】　一　般　900（700）円
　　　　　高大生　700（500）円
　　　　　小中生　400（300）円
【休館日】　月曜日（4月29日と5月6日は開館）、
　　　　　5月7日（火）

アマンダ・ヘン《もうひとりの女No.7》　
1996-97年　福岡アジア美術館蔵

○三沢厚彦　ANIMALS 2013 in 三重
【期間】7月13日（土）～9月23日（月・祝）

三沢厚彦　《Animal》

開館20周年記念特別展Ⅱ
本池秀夫　革の世界展
【期間】7月20日（土）～9月1日（日）
【内容】革のアートの第一人者、本池秀夫の
　　　　40年にわたる創作活動を紹介する
　　　　展覧会。小さな人形たちが描き出す
　　　　光景や、生き生きとした原寸大の動
　　　　物などが、革とは思えない豊かな質
　　　　感で表現されています。革の芸術を
　　　　お楽しみください。
【観覧料】一般700円　高校・大学生500円　中学生以下無料

【期間】6月1日(土)～9月29日(日）
【内容】少年時代、二人で宇宙へ行こうと約束した
　　　　弟・日々人と兄・六太。十数年後、夢を叶
　　　　えた日々人が宇宙飛行士として脚光を浴び
　　　　る一方、六太はまさかの無職となっていた。
　　　　そんな中、六太は日々人と約束した当時の
　　　　ことを思い出す。あの夏、夢を誓った高台
　　　　に、UFOを探しに通っていた二人は、一人
　　　　の少女と出会った。やがて明らかになる少
　　　　女の『願い』。果たして日々人と六太はその
　　　　願いを叶えることができるのか!?
【観覧料】一般530円　高校・大学生370円　小・中学生200円　幼児無料

プラネタリウム
テーマ番組「宇宙兄弟　～一点のひかり～」

絵本

○小山宙哉・講談社
   読売テレビ・A-1 Pictures
C

【出品作家】
伊藤　秀人（岐阜）
金　理　有（大阪）
竹村　友里（石川）

林　　茂 樹（東京）
前田　昭博（鳥取）
前田　正博（東京）

伊藤若冲《雪中雄鶏図》



桑名市西別所希望ヶ丘2138‒149
0120‒114987（イイヨクワナ）

桑名市星川785 TEL（0594）31-8311

■通常営業時間
サンシティ専門店 AM10：00～PM8：00
バロー星川店　 AM10：00～PM9：00
（バロー星川店は毎週日曜日はAM9：30オープン）

星川ショッピングタウン
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イベント情報イベント情報 …加盟団体活動予定……加盟団体活動予定…

　東員町文化協会会員の絵画グループ「楽絵筆」と公民館
講座の講師、加藤八重子さんが下記、作品展を開催されます。
　今回の作品展は人物画、生物画、風景画などの油彩と水
彩画２０点余を展示とのこと。
　文化祭や文協まつりを通じてその作品
のファンも多く開幕が心待たれています。

期間　7月12日（金）～16日（火）
時間　11：30 ～18：00
会場　カフェギャラリー　NAKA
　　　　　四日市市笹川町６丁目２４－１３
　　　　　電話　0593-21-9260

加藤八重子 作品展

主催：飛龍東員太鼓　　共催：一般社団法人 東員町文化協会
後援：東員町教育委員会・中日新聞社　
助成：公益財団法人 岡田文化財団・公益財団法人 くわしん福祉文化協力基金
　　　芸術文化振興基金

あ
り
が
と
う
東
員

　
こ
こ
ろ
を
こ
め
て…

飛龍東員太鼓　25周年演奏会

感謝祭感謝祭
2013年
6月16日（日）
★開場／13：30　★開演／14：00～
★場所／東員町総合文化センター ひばりホール

一般社団法人 東員町文化協会…TEL0594-76-7711
東員町総合文化センター……TEL0594-86-2816
㈲光洋産業　中村まで………TEL0594-76-2359

入場整理券
取扱所

お問い合わせ

ひばり⑭



イベント情報 加盟団体活動予定
会員名 タイトル 日時・会場 内　容

民謡寿会 とういん寄席 7月13日（土）
笹尾コミュニティセンター

飛龍東員太鼓
25周年演奏会
「ありがとう東員～
こころをこめて感謝祭」

6月16日（日）14時～16時
東員町総合文化センター
ひばりホール

創立25周年を迎え、感謝祭
と銘打っての和太鼓演奏会。
小学生から大人まで総勢52
名による2部構成。

コーラス旭 第32回
フラワーコーラス演奏会

6月23日（日）13時～
桑名市民会館 大ホール

桑員地区コーラスグループに
よる合同演奏会。

P14 参照

東員
囲碁同好会
将棋愛好会

第28回
中日新聞社楯争奪
東員町囲碁将棋大会

6月30日（日）10時～
（受付9時）
東員町保健福祉センター

一般
（文協会員
学生（小中高）
（文協会員

1,500円
1,000円）
1,000円
700円）

楽絵筆 楽絵筆グループ展 7月4日（木）～7日（日）9時～17時
東員町総合文化センター 2F 展示室

会員14名の作品40点余を
展示。

第26回マーチング
バンド・バトントワリング

三重県大会

9月29日（日）
三重県営サンアリーナ

バトンメイツ
フェニックス

第38回バトントワリング
東海支部大会

7月14日（日）
日本ガイシホール バトントワリングの演技を披露

したり級別に競ったりします。

第8回三重県
バトントワリング大会

6月29日（土）
四日市中央緑地公園 第一体育館

箏曲麗明社
「廣翔会」

劇団 員弁川

第21回
邦楽コンサート
～竹・絃の奏で～

7月7日（日）13時30分～
四日市市文化会館

箏・尺八・三絃の合奏を中
心に子供達による箏・大正
琴演奏や笛・二胡・和太鼓
などによる邦楽ミュージカル。
劇団員弁川は音楽物語「尾
なし龍」の演奏に合わせて演
劇を上演。

東員絵画クラブ 第26回
東員絵画クラブ展

7月26日（金）～29日（月）
くわなメディアライヴ 多目的ホール

講師、栁瀬雅夫とクラブ会員
の作品、油彩、水彩。0号
から30号、他小作品を展示。

菊水流
詩舞東員クラブ

第36回
菊水流旭東地区発表会

9月8日（日）13時～
岡山市西大寺公民館

《詩舞の華》と題し、漢詩賛
歌、吟剣詩舞、家元宗家師
範による吟詩の三部構成。

東員
フォトクラブ

東員フォトクラブ
写真展

9月13日（金）～16日（月）
東員町総合文化センター 2F 展示場

1年間の勉強会の成果を発
表。会員16名の作品32点
を展示。

東員町
大正琴クラブ

彩音会大正琴
コンサート

10月５日（土）13時～
四日市市文化会館 第1ホール

2年に一度、メンバー 200余
名の合同演奏会。

《
参
加
費
》
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桑名市新西方1-43 イオン桑名SC 2番街2階

★シニア会員募集中！（60歳以上対象）
・入会すると割引料金になります。
　年会費は無料！

★プロ教室開催中！初心者大歓迎！
・毎月第一月曜日  ①10時30分～ ②14時～
・毎週木曜日  ①18時30分～

活 動 こ の ご ろ
　

い
な
べ
市
文
化
協
会
加
盟
団
体
の
カ
ラ
オ

ケ
、大
正
琴
、筝
曲
、三
味
線
、民
謡
、コ
ー
ラ
ス
、

民
踊
、
尺
八
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
剣
詩
舞
な
ど
の
発
表

が
あ
り
、
廣
翔
会
は「
未

来
花
」と
尺
八
の
賛
助
曲

「
篝
火
」に
出
演
し
ま
し
た
。

　

無
事
演
奏
を
終
え
、
さ

ら
に
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

（
藤
田
）

　

地
域
で
様
々
な
文
化
活
動
を
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
の
発
表
と
交
流
を
目
的
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
、

桑
名
市
の
文
化
の
発
展
や

次
世
代
へ
の
文
化
の
継
承

に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て

行
わ
れ
ま
す
。

　
「
廣
翔
会
」
は
午
後
か

ら
の
発
表
と
な
り
有
意
義

な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

い
な
べ
市
民
祭
﹁
舞
台
発
表
会
﹂

箏
曲
麗
明
社
﹁
廣
翔
会
﹂

於

北
勢
市
民
会
館

　
　
　
　
さ
く
ら
ホ
�
ル

　

今
回
も
全
国
シ
ル
バ
ー
書
道
展
に
出
展

致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
書
道
展
は
本
格
的
な
生
涯
学
習
時

代
を
迎
え
て
書
道
に
更
な
る
生
き
甲
斐
を

求
め
る
高
齢
者
の
た
め
の
発
表
の
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
出
展
す
る
こ
と
に
よ

り
一
層
充
実
し
た
高
齢
化
社
会
に
資
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

三
四
七
点
の
精
魂
こ
め
て
取
り
組
ん
だ

力
作
が
並
び
盛
会
で
し
た
。

　

更
に
精
進
し
、
来
年
も
一
層
充
実
と
飛

躍
の
作
品
を
出
展
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
池
田
）

第
26
回

全
国
シ
ル
バ
�

書
道
展
三
重
県
展
出
展

書
道
第
一
ク
ラ
ブ

於

津
リ
�
ジ
�
ン
プ
ラ
ザ

3
月

17
日

ふ
れ
あ
い
交
流
会

於

大
山
田
コ
ミ
�
ニ
テ
�

　
　
　
　
　
プ
ラ
ザ
ホ
�
ル

2
月

10
日

2月24日

2月21日
�

　

会
員
七
四
名
が
参
加
し
、
恒
例
の
金
雀
枝

短
歌
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

歌
会
に
先
立
ち
、
主
要
同
人
森
下
達
也
氏

に
よ
る
「
高
齢
化
時
代
の
短
歌
」
と
題
し
た

講
演
会
を
開
催
。
加
齢
も
ま
た
歌
に
深
み
を

添
え
て
い
る
こ
と
な
ど
、
著
名
な
歌
人
の
作

品
を
例
に
あ
げ
て
の
話
に
、
老
い
を
理
由
に

逃
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
大
い
に
反
省
し
た
次

第
で
す
。

　

午
後
か
ら
の
歌
会
は
冨
田
博
一
、
中
村
ト

ミ
コ
氏
ら
八
人
が
歌
評
を
担
当
、
時
に
活
発

な
意
見
が
出
た
り
し
て
得
る
も
の
の
多
い
歌

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

歌
誌
「
金
雀
枝
」
の
誌
上
で
、
毎
月
互
い

の
作
品
に
接
し
て
は
い
る
も
の
の
、
会
う
機

会
の
な
い
歌
友
や

ベ
テ
ラ
ン
の
先
輩

諸
氏
と
共
に
過
ご

せ
る
貴
重
な
機
会

で
も
あ
り
、
親
交

を
深
め
た
り
歌
評

を
聞
い
た
り
と
充

実
の
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度

　
金
雀
枝
短
歌
大
会
を
終
え
て

金

雀

枝

短

歌

社

於

桑
名
シ
テ
�
ホ
テ
ル

3
月

17
日

ひばり⑯



〒511-0841 三重県桑名市大字小貝須字新堀北1593番地3
TEL 0594-22-6321　FAX 0594-23-8311
http://happubus.sanco.co.jp/

税金・融資・労災保険・開業相談・多重債務等

活 動 こ の ご ろ

ニ
�
ト
ル
�
ム
か
わ
ま
つ

　
最
初
に
N
P
O
法
人
邦
楽
四
つ
葉
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
三
味
線
演
奏
で
お
客
様
よ
く
ご
存
知
の
歌
を

会
場
全
員
が
合
唱
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
晄
明
流
剣
詩
舞
道
教
室
の
皆
さ
ん
で

す
。
先
生
の
他
全
国
優
勝
さ
れ
た
方
な
ど
に
よ
る
、

見
事
な
剣
詩
舞
の
披
露
に
場
内
息
を
呑
む
思
い
。

　
本
番
の
講
談
は
宝
井
梅
湯
さ
ん
の
「
魚
屋
本

田
」
で
、
あ
っ
し
が
魚
屋
や
め
て
侍
に
！

　
そ
し
て
ト
リ
は
、
落
語
で
川
柳
つ
く
し
さ
ん
、

「
女
た
ち
の
長
屋
の
花
見
」
で
お
う
か
が
い
。

　
春
と
い
え
ば
桜
の
季
節
で
す
よ
ね
！
女
だ
っ
て
。

　
今
回
も
い
い
お
笑
い
で
心
も
ス
ッ
キ
リ
。

　
お
運
び
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
好
評
の
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
野
呂
）

と
う
い
ん
屋
演
芸
の
会

第
27
回
　
と
う
い
ん
寄
席

於

笹
尾
コ
ミ
�
ニ
テ
�
セ
ン
タ
�

3
月

2
日

　
今
年
度
は
桑
名
市
で
編
物
検
定
試
験
合
格
証
授

与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
教
室
か
ら
、
毛
糸
四
級
の
伊
藤
さ
ん
、
レ
ー

ス
二
級
の
石
塚
さ
ん
が
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

授
与
式
は
毎
年
、
多
く
の
方
が
参
加
し
て
会
場
の

中
は
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

　
三
重
テ
レ
ビ
「
と
っ
て
も
ワ
ク
ド
キ
」
の
番
組

『
地
域
で
輝
く
女
性
た
ち
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
授

与
式
の
催
し
を
取
材
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
達
は
テ
レ
ビ
の
画
面
に
登
場
す
る
と
い
う
こ
と

で
カ
メ
ラ
の
撮
影
が
気
に
な
り
、
い
つ
も
と
違
っ

た
緊
張
感
が
広
が
り
ま
し
た
。
ニ
ッ
ト
シ
ョ
ー
で

は
雰
囲
気
を
変
え
て
会
場
の
中
央
に
平
台
を
並
べ

ま
し
た
。
自
作
の
作
品
を
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ト
し
て
カ
メ
ラ
を
気
に
し
な
が
ら
、
一
生
懸
命

ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
歩
き
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
印
象
に
残
る
ニ
ッ

ト
シ
ョ
ー
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
川
松
）

ニ
�
ト
シ
�
�於

桑
名
市
民
会
館

2
月

24
日

願
花
下
酔
痴
春
弥
生
心
通
膝
枕

ね
が
わ
く
ば
は
な
の
も
と
に
て
よ
い
し
れ
て
は
る
は
や
よ
い
こ
こ
ろ
か
よ
わ
す
ひ
ざ
ま
く
ら

川
柳
つ
く
し

宝
井
梅
湯

ひばり⑰



　

理
事
十
八
名
が
参
加
し
て
、
関
宿
、
佐
佐

木
信
綱
記
念
館
、
伊
勢
型
紙
・
鈴
鹿
墨
を
紹

介
の
産
業
会
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

宿
屋
が
十
数
軒
も
あ
り
賑
わ
っ
た
と
言
う

関
宿
で
は
粉
雪
の
舞
う
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
に
興
味
は
倍
加
。
朝
早

く
出
発
す
る
旅
人
の
為
に
江
戸
向
き
、
京
都

向
き
で
屋
号
の
書
き
方
が
違
え
て
あ
る
事
、

雨
戸
は
折
り
た
た
み
式
で
頭
上
に
収
納
で
き

る
事
な
ど
先
人
の
知
恵
に
納
得
し
た
り
感
服

し
た
り
。
時
間
の
制
限
が
何
と
も
残
念
な
見

学
で
し
た
。

　

佐
佐
木
信
綱
記
念
館
は
、
広
報
69
号
の
ひ

ば
り
訪
問
記
で
紹
介
し
た
ば
か
り
で
も
あ
り
、

学
芸
員
さ
ん
の
話
を
、
よ
り
一
層
興
味
を

持
っ
て
聞
く
事
が
で
き
、
是
非
五
月
、
卯
の

花
の
咲
く
頃
に
ま

た
訪
れ
た
い
と
の

思
い
を
強
く
し
ま

し
た
。
最
後
に
訪

問
の
産
業
会
館
も

内
容
豊
か
な
見
学

と
な
り
充
実
し
た

一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

24
年
度  

理
事
研
修
2
月
24
日
㈰

佐
佐
木
信
綱
記
念
館
を
尋
ね
て

　
第
25
回
と
な
る
第
九
演
奏
会
に
向
け
て
今
年
も
運
営
委
員
会
が
発
足
し

ま
し
た
。
今
回
よ
り
文
化
協
会
委
託
事
業
と
な
り
運
営
委
員
会
と
と
も
に

文
化
協
会
が
運
営
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
事
務
局
長
は
じ
め
野
呂

運
営
委
員
長
ら
総
勢
十
名
の
運
営
委
員
の
み
な
さ
ん
は
心
も
新
た
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
は
25
回
記
念
演
奏
会
と
い
う
こ
と
で
こ
れ
ま
で
節
目
の
年
に
演
奏

し
て
き
た
「
東
員
歌
頌
」
も
併
せ
て
五
年
ぶ
り
に
演
奏
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
、
鎌
倉
市
よ
り
提
案
の
第
九
サ
ミ
ッ
ト
も
こ
れ
を
機
に
今
年
開
催
し

て
は
と
の
意
見
も
あ
り
併
せ
て
企
画
検
討
の
予
定
で
す
。

　
運
営
委
員
会
は
「
す
で
に
経
験
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て
の

方
も
ぜ
ひ
参
加
し
感
動
を
一
緒
に
味
わ
い
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て
お

ら
れ
ま
す
。
左
記
募
集
要
項
を
ご
覧
の
上
是
非
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

第
25
回  

東
員「
日
本
の
第
九
」演
奏
会

　
　
　
　
　
　

 　
　

開
催
に
向
け
て
始
動

「東員日本の第九」
団員   募集

平成25年12月23日（祝・月） ひばりホール

練習回数  23回　練習場所  東員町総合文化センター
練習開始時期
　一般（中学生以上）…8月5日から
　　原則毎週月曜日  午後７時～午後９時
　小・中学生「オーケストラと歌おう」…9月15日から
　　日曜日 午前10時～正午  月3回程度
参 加 費   第九参加者のみ3,000円（中学生半額）
締め切り   7月10日（小・中学生は学校にも配布）
申し込み先

大人…東員町文化協会事務局 TEL0594-76-7711
小・中学生…東員町社会教育課 TEL0594-86-2816

ほ か

ひばり⑲
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― ITネットワーク税務会計  経営情報双方向通信システム ―

A.L.L.税理士法人
代表税理士／谷口 孔英　　顧問相談役／杉本 正夫

〒510-0076 四日市市堀木一丁目2-25（コープノムラ1F）
TEL：（059）352-7640（代）　FAX：（059）354-0484（専）

URL：http://www.sugimoto.gr.jp/

エイ エル エル

　

ひ
な
祭
り
の
日
に
、
菊
水
流
本
部
で
平
成
25
年
の

昇
格
免
許
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

菊
水
流
の
階
級
は
十
二
階
級
有
り
、
今
回
は
初
級

以
上
六
階
級
六
六
人
を
対
象
と
し
て
、
宗
家
よ
り

直
々
に
免
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
員
ク
ラ
ブ
か
ら
「
奥
伝
」
講
師
資
格
で
髙
倉
マ

ツ
ミ
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。
授
与
式
の
後
の
総
会

で
の
一
番
の
話
題
は
会
員
の
減
少
で
し
た
。
菊
水
流

会
員
は
全
国
に
五
二
〇
名
で
す
が
、
高
齢
化
も
あ
り

会
員
減
少
中
で
す
。

　

な
れ
ど
、
我
が
東
員
ク
ラ
ブ
は
昨
年
よ
り
増
員
と

な
っ
て
い
ま
す
。
講
師
も
増
え
て
、
今
年
は
岡
山
市

西
大
寺
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
旭
東
地
区
発
表
会

に
出
演
要
請
も
あ
り
『
楠

公
』の
揃
い
舞
い
で
参
加

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一
糸
乱
れ
ぬ
舞
い
を
目
指

し
て
稽
古
に
励
ん
で
い
ま

す
。　
　
　
　

  

（
吉
田
）

　

好
き
で
好
き
で
大
好
き
な
踊
り
の
仲
間
と
の
出
会
い
、

そ
の
幸
せ
を
、
施
設
の
皆
様
と
ほ
ん
の
少
し
分
か
ち
合

え
た
ら
と
の
思
い
か
ら
慰
問
を
始
め
て
今
年
で
十
年
目
、

こ
の
ハ
ー
ト
さ
ん
と
の
出
会
い
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

十
年
目
の
今
回
は
少
し
心
痛
む
の
を
覚
え
ま
し
た
。

車
イ
ス
の
方
、
寝
台
で
の
方
が
大
勢
に
な
ら
れ
た
こ
と

な
ど
皆
様
の
ご
様
子
も
受
け
止
め
な
が
ら
、
一
緒
に
踊

れ
る
こ
と
の
幸
せ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
反
面
、
と
て
も
緊
張
感
の
増
す
こ
と
で
す
。
わ

た
く
し
達
に
は
大
き
な
芸
の
励
み
と
な
り
、
心
も
磨
か

れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

 

（
野
崎
）

菊
水
流
免
許
授
与
式

菊
水
流
詩
舞
東
員
ク
ラ
ブ

於

岡
山
市 

菊
水
流
本
部

3
月

3
日

介
護
老
人
保
健
施
設
訪
問

於

介
護
老
人
保
健
施
設
ハ
�
ト

2
月

23
日

笹
尾
民
踊
ク
ラ
ブ

活 動 こ の ご ろ

伝言板伝言板

太鼓を叩いて
　 仲間づくりをしませんか

○子供チーム
　小学校1年生～中学校3年生まで
○大人チーム
　高校生以上

◆会費…1,500円／月
◆入会金…2,000円
◆練習日…毎週水曜日
　　子供チーム／PM6：30～PM8：00
　　大人チーム／PM8：00～PM9：30
◆練習場所…東員町武道館
◆募集期間…7月末日まで

申し込みは中村まで（TEL76-2359）

会員募集
飛龍東員太鼓

ひばり⑱



700

有効期限H25年8月31（土）まで 本券で4名様までご利用いただけます。切り取ってお持ち下さい。

おとな
通常料金900円を

400小学生
通常料金500円を

200幼児
通常料金300円を

入

泉

料
︵
税
込
︶ 持ち帰り可

３歳
以上）（

　新しく2団体が加盟されました。現在会員募集中とのこと。プロフィールなどご覧の上是非ご
参加下さい。

団体名称　　オカリナーモ「とういん」
講　　師　　芹沢　公大
　　　　　　ヤマハ音楽振興会認定講師として、
　　　　　　名古屋を中心に演奏活動の他後進を指導。
　　　　　　担当楽器／フルート、オカリナ、
　　　　　　　　　　　ケーナリコーダーなど
　　　　　　合奏団オカリナーモ代表
活動場所　　笹尾コミュニティーセンター
活動時間　　第2・第4木曜日　13時～15時
代　　表　　加藤　浩宣
申し込み・問い合わせ　　東員町文化協会　TEL0594-76-7711
内　　容　　オカリナの演奏を学びます。
　　　　　　年齢に関係なく誰でもメロディが早く吹けます。

団体名称　　バトンメイツフェニックス
講　　師　　水谷智子、工藤彩圭
活動場所　　東員町総合体育館
活動時間　　毎週金曜日　18時～21時
代　　表　　水谷智子
申し込み・問い合わせ　　76-3575 （水谷）
内　　容　　　個性を大切にバトントワリングを通じて
　　　　　　　集中力や協調性を養います。競技会や
　　　　　　　地域のイベントに参加するなど、楽しい
　　　　　　　バトンを目指して活動しています。
対　　象　　4歳～

歓 迎！！新 加 盟 団 体

TEL 0594-76-7711　FAX 0594-76-2888
E-mail info@toin-ca.org　URL http://www.toin-ca.org

文協会員募集中！文協会員募集中！
　入会に関する詳細はHPなどご参照いただくか
文化協会事務局にお問い合わせください。

代表者からの一言

代表者からの一言

　昭和60年に東員チームを発足
しました。
　バトンを回す技術に、ダンス
や体操の要素を加えて身体表現
をする。芸術性の高い種目です。
　日本に伝えられて50年と歴史
の浅い種目ながらその技術は世
界のトップレベルにあり、レベ
ルアップを目指して練習しつつ、
バトンの楽しさを伝えていきた
いと思っています。  （代表 水谷）

　去る４月11日、公民館講座受講
生７名により発足しました。人間は
何かを感じた時、それを表現したく
なります。また、心をさらけ出した
い時もあります。そんな時オカリナ
の音色にすべてを託してみませんか。
やさしい音色が心を優しく包んでく
れます。老若男女どなたも大歓迎。
ぜひご参加ください。  （代表 加藤）
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■ いなべ市員弁町大泉２５１７番地 （三岐鉄道北勢線 大泉駅隣）
■ TEL・FAX /0594-74-5826　　■ www.net-uribou.jp

毎日が市場価格！！

本　店　いなべ市北勢町阿下喜2039　TEL72-2444
駅前店　いなべ市北勢町阿下喜 729　TEL72-4141
東員店　員弁郡東員町鳥取大華表421-4　TEL76-7878

川 崎  幸 治

本紙提示でランチご利用の方
コーヒー1杯サービス

ランチタイム 11：00～14：00

●週替りランチ〈デザート付〉
　　……………………940円～
●刺身膳……………1,050円
●トンテキ膳………1,050円

いなべ市北勢町垣内中小山36-2
TEL0594-72-2179

〈木曜日休み〉

など

有効期限／2013年8月末

■温泉利用料金
●中学生以上／500円
　小学生／300円
●回数券／12回券 5,000円
●小学生未満／無料

■営業時間/11：00～21：00（最終受付20：30）
■休業日/毎週木曜日
　（祝日の場合は翌平日）・年末年始
■無料駐車場完備
■55畳和室休憩室

マッサージコーナー設置
毎月26日は風呂の日、お得な回数券を販売中！ 12回券+1枚／5,000円

いつもきれいな

かけ流しの湯
いつもきれいな

かけ流しの湯

マッサージ師／15分毎 1,000円
マッサージ機／1回100円・200円

Go!Go!うりちゃん ポイントカード
200円お買上げごとに1ポイント進呈！
200ポイントためると500円の金券をプレゼント！

毎月第3金・土曜は

全商品ポイント2倍！

毎週月曜…お米お買上げでポイント2倍
毎週木曜…パンお買上げでポイント2倍

毎月12日…豆腐お買上げでポイント2倍
毎月29日…お肉お買上げでポイント2倍

近郊おでかけガイド

いなべ市特集いなべ市特集 四季折々に街を彩る
　自然豊かな農産物直売所

　うりぼうは、消費者の健康志向や食の安全・安心
への関心の高まりを背景に地域で生産された農産
物を地域で消費するという「地産地消」を理念に活
動を行っています。
　また、新鮮で安全・安心な農産物や加工品の販
売、イベントや各種体験を通して都市と農村との交
流やいなべの地域活性化を図り、生産者と消費者
の顔の見える関係づくりを進めています。

22ページに「阿下喜温泉あじさいの里招待券
プレゼント」のお知らせを掲載しています

イベント
情　報

●そば打ち体験教室　毎月第1・3日曜、第2水曜
●鳥巣さんの料理教室　毎月第3水曜
●押し花アクセサリー教室　毎月第2土曜

うりぼううりぼううりぼううりぼう

健康増進とリラクゼーションのステージ
　いつも新しくきれいなお湯を楽しんでいただくた
め、毎日お湯を落とし、張りかえています。pH値9.0
のお湯は、温まりやすく、湯冷めもしにくく、肌を保
護します。岩露天風呂・桧露天風呂、大浴槽・水風
呂・サウナとお気軽にお楽しみいただけます。
　また、トレーニングルーム、マッサージコーナー、
和室休憩室なども充実。お風呂のあとはごゆっくり
お食事もいかがですか。

阿 下 喜 温 泉
きげあ

6月16日（日）

ふれあいの駅ふれあいの駅

劇団員弁川 最終公演「バラエティショー」
16：00～（約60分）

■ 営業時間/8：30～17：00
■ 定休日/火曜日

421

421

306

石榑北

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド

別名別名

鎌田

石榑下

いなべ
総合病院 ホクセイ

スーパー

いなべ
総合病院

いなべ市役所
　北勢庁舎

いなべ警察署東いなべ警察署東
いなべ
市役所

ホクセイ
スーパー

員弁川

六石高原ホテル（六石温泉）

三岐鉄道
北勢線

デンソー

大安トラウトレイク

青川峡
キャンピング
パーク

いなべ
警察署
いなべ
警察署

阿下喜駅阿下喜駅

大泉駅大泉駅

東員町役場東員町役場
365

ホクセイ
スーパー

くわしん
鎌田

志礼石新田

いなべ市役所
　藤原庁舎
いなべ市役所
　藤原庁舎聖宝寺

中里ダム中里ダム

いなべ市農業公園
エコ福祉広場

梅林公園

306

365

うりぼう

阿下喜温泉
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エンディングスペース 桑名・西桑名

2017年
http://www.kanko-yoro.jp/

おもいっきり遊べる　　

ちびっこ遊園地

おもいっきり遊べる　　

ちびっこ遊園地

岐阜県養老郡養老町養老1155-2 ☎0584-32-3456
■ホームページ http://www.okbnet.ne.jp/~yourou-l/
■入園料 大人（中学生以上）…600円　子供（2才以上）…400円

至 

桑
名
IC

GS

サークルK

サークルK
養
老
駅

養老ランド 養
老
鉄
道

桑名東IC

大桑病院
東名阪自動車道

258

〈車でお越しの場合〉
●東名阪 桑名東インターから…40分
●258号線 大桑病院から……30分

〈電車でお越しの場合〉
●養老鉄道 養老駅下車…徒歩8分

船附南

駒野

養
老
公
園

8月イベント情報

動物ふれあい広場・バーベキュー広場・釣り掘大人気

※予告なくイベント内容等変更し、あるいは中止する場合がありますのでご了承ください。

8月3日（土）～9月1日（日）

鉄道模型展（岐笠鉄道愛好会）

阿下喜温泉あじさいの里の3大特長
❶『みなさんの元気』をテーマに生活習慣病予防等の健康増進

　を図る施設

❷かけ流しアルカリ性温泉はPH9.0の湯で暖まりやすく冷めにくい

❸露天風呂・大浴場・水風呂・サウナ等が楽しめ料金（500円）はお得

①住所（郵便番号）・②氏名・③年齢・④本誌「ひばり」や「阿
下喜温泉あじさいの里」「うりぼう」「ホクセイスーパー」
「六石高原ホテル」「桑員漁業協同組合」などについての
ご感想・ご意見等（どれでも、いくつでも、または無記入で
も可）があればご記入の上、下記にお申し込み下さい。

応募先
　〒511-0251 員弁郡東員町大字山田1700番地
　東員町総合文化センター内  一般社団法人 東員町文化協会
　阿下喜温泉あじさいの里 招待券  プレゼント係

締切り
　７月１日（月）消印有効（応募多数の場合は抽選とさせて
いただきます。）
　※招待券の発送をもって発表に代えさせていただきます。

21ページ掲載の「近郊おでかけガイド」
“いなべ市特集”をご覧下さい

お知らせプレゼントのお知らせプレゼントのお知らせプレゼントの

阿下喜温泉 TEL0594-82-1126

〒511-0428 いなべ市北勢町阿下喜788番地

きげあ

「阿下喜温泉あじさいの里」の招待券を
5組10名様にプレゼント！
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法人賛助会員
ありがとうございました

平成25年度もより多くのご支援
よろしくお願い致します

穴太
㈱アサヒダイテック
伊藤土建㈱
NTN精密樹脂㈱
すし工房 加賀屋
㈱巧建社
杉山整形外科
医療法人 康誠会 東員病院

南大社
一色建設㈱

山田
㈱ADEKA 三重工場
きひら内科消化器科
大起産業㈱
㈳東員町観光協会
とういんフレンドリークラブ
カフェレスト㈱ラフィーネ
六把野新田
伊藤商事㈲
岩花内科
美容室APPEAR
みどり歯科医院
森下耳鼻咽喉科
横村医院

城山
中京冷熱㈱（高田光雄）
中島歯科医院
野尻内科

大木
岩田歯科医院
宅老所 紫苑
豊通ヴィーテクス㈱
㈲ワールドウィング

瀬古泉
㈱関村製作所
㈲廣嶋製作所

モリワキ薬局
和気国際特許事務所

その他（三重県）
㈱カキトー
共栄堂印刷㈱
澤政興業㈱
三重県舞台管理事業協同組合
㈱山甚
茶道具 遊芽屋
㈱レイステージ 桑名

鳥取
桑名信用金庫 員弁支店
㈱三エスゴム タイヤショップ
　　　　　　　  ランドマーク桑名

中上
東洋ゴム工業㈱ 桑名工場
㈱ナカムラ石油
やまだ胃腸科内科

長深
大長歯科

八幡新田
佐野クリーニング店
ホクセイギフトセンター㈲

その他（愛知県）
堀田新五郎商店

笹尾西
ネオポリス珠算塾

笹尾東
近藤満信税理士事務所
㈱中京銀行 西桑名支店
和菓子処 月乃舎

地区別50音順
平成25年3月31日現在（ ）
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最新

編
集
後
記

表
紙
作
品
・
作
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

表
紙
の
こ
と
ば

印刷：共栄堂印刷㈱

▼
今
号
よ
り
表
紙
の
趣
を
一
新
。
長
年
に
わ
た
り
貴
重
な
作
品
を

ご
提
供
い
た
だ
い
た
伊
藤
隆
氏
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

文
化
協
会
の
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
加
え
、
広
報
委
員
会
も

南
部
前
委
員
長
の
引
退
と
い
う
激
震
が
あ
り
、
右
往
左
往
の
編
集

と
な
り
ま
し
た
。
新
委
員
を
加
え
て
四
名
、
情
報
収
集
と
発
信
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
倍
旧
の
ご
協
力
を
！　
　
　
　
　
　

 （
水
）

▼
編
集
に
丸
一
日
か
か
る
こ
と
た
び
た
び
。
目
を
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
さ

せ
て
頑
張
っ
て
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
孝
）

▼
時
に
は
場
所
を
変
え
、
意
見
を
出
し
合
い
編
集
し
て
お
り
ま
す
。

（
芳
）

▼
新
し
く
広
報
委
員
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
く
編

集
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
隆
）

●
広
報
委
員 

… 

大
塚 

芳
子
、
国
枝 

隆
生
、
佐
藤 

孝
子
、

　
　
　
　
　

 　

 

水
野 

洋
子

●
広
告
担
当 

… 

大
井 

弘
久　

●
Ｈ
Ｐ
担
当 

… 

照
井 

正
一

日
本
画
家　

水
貝
妙
子　

東
員
町
大
木
在
住
、
新
美
術
協
会
会
員

経　

歴　

日
本
画
を
石
垣
彰
夫
氏
、
鈴
木
彰
氏
に
師
事
、

　
　
　
　

石
彩
会
入
会

　

賞　
　

新
美
術
協
会
展 

名
古
屋
市
長
賞
、
中
日
新
聞
社
賞
、

　
　
　
　

三
重
県
県
展 

三
重
県
知
事
賞
、
他
入
選
三
回

　

水
墨
画
、
花
鳥
画
を
楽
し
み
描
い
て
い
く
う
ち
に
自
然
と
の
心
の

会
話
を
重
ね
な
が
ら
創
作
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
想
像
豊
か
に

絵
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
。
た
と
え
ば
物
言
わ
ぬ
木
々
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
聞
こ
え
て
く
る
様
な
…　

そ
ん
な
奥
深
い
心
象
風
景
を
描
け

る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

﹁
関
宿
﹂（
日
本
画 

一
〇
〇
号
）　

水
貝
妙
子

　

関
宿
は
「
関
の
地
蔵
さ
ん
」
で
親
し
ま
れ
東
海
道
五
十
三
次
で
も

有
名
で
あ
る
。
古
い
家
並
み
の
趣
き
を
描
き
た
く
て
通
り
の
眺
望
亭

に
登
り
地
蔵
さ
ん
か
ら
ず
っ
と
街
の
家
並
み
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。

会員会人賛助会人特別法別「特特 人賛人賛人人賛賛 員」員」員」」員」法人法人人人人賛賛法法 会特別法人賛助会員会員助会助会別別特別法人賛助特 法法特特特 助「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」「特別法人賛助会員」ののののの 介介介介介ご紹ごごごご紹介紹紹介介介介介介介ごご紹ご紹介ご紹介ご紹介ご紹介ご紹介ごごご「特別法人賛助会員」のご紹介「特別法人賛助会員」のご紹介

特別法人賛助会員のお申し込み、問い合わせは 一般社団法人東員町文化協会まで TEL0594-76-7711

ご利用により、文化協会に賛助金が！

特別法人賛助会員（店舗）募集しています！
あなたのお店も特別法人賛助会員になりませんか？

文化協会の広報・チラシ・ホームページにあなたの店舗が紹介されます。
あなたの店舗の利用を文化協会会員や広報の読者などに広く周知します。

下記の店舗よりご利用金額を一部キャッシュバック（特別賛助金）して文化協会にご協力いただいています。
この店舗の領収書またはレシートを文化協会事務局、図書館に設置のポストへご投函ください。

カフェ・レスト ラフィーネ
☎76-8714

県道142号沿い北勢線東員駅北隣り

タイヤショップ ランドマーク桑名
☎75-0081

東員町鳥取367-3（ホクセイスーパー東入口前）

伊藤商事有限会社　☎76-5060

※気軽なサービスステイションです
六把野新田・員弁街道沿い

和菓子処 月乃舎　　0120-76-5926

四季折々の和菓子をお客様に！
笹尾東3丁目（笹尾中央公園前）

すし工房 加賀屋　☎76-0091

※特別賛助対象商品はメニューにある商品です
穴太駅南700m

お客様の情報拠点

株式会社 ナカムラ石油
☎76-2472

穴太－山城線　念仏小橋南
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